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審
議
し
た
主
な
議
案

　

８
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
決

３１

算
特
別
委
員
会（
露
口
哲
治
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
か
ら　

月
２

２８

１０

日
ま
で
の
計
５
日
間
、
約　

時
間
に

４０

わ
た
り
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
　

月
５
日
の
本
会
議
で
は
、
採
決

１０
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
認
定
し

ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
保
育
園
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
が
不
十
分
。
許
国
保
税
の
増
税
。

距
反
対
世
論
の
大
き
な
武
蔵
小
金
井

駅
南
口
再
開
発
を
進
め
た
。
鋸
第
二

庁
舎
買
取
り
の
提
案
、
議
会
の
審
議

後
の
取
り
下
げ
。
漁
貫
井
北
セ
ン
タ

ー
の
官
製
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営
上
の

混
乱
か
ら
強
引
な
東
セ
ン
タ
ー
委
託

へ
至
る
経
過
は
「
市
民
協
働
公
民
連

携
」
と
程
遠
い
。
禦
新
福
祉
会
館
建

設
の
建
築
士
法
違
反
の
共
同
研
究
の

提
案
。
魚
土
地
開
発
公
社
の
意
思
を

無
視
し
た
３
・
４
・
８
号
線
の
土
地

買
収
。
亨
差
押
禁
止
財
産
の
給
与
差

押
え
。
以
上
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

経
常
収
支
比
率
は　

・
５
％
と
な

９４

り
、
前
年
度
対
比
で
２
・
２
ポ
イ
ン

ト
の
改
善
を
し
て
お
り
、
人
件
費
比

率
は　

・
６
％
で
、
前
年
度
と
同
ポ

１６

イ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、
約
２
億
円
の

削
減
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

貫
井
北
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
新
小

金
井
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
武
蔵

小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区
再
開
発
事

業
の
助
成
、
民
間
保
育
所
改
修
等
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
多
く

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
施
策
が
展
開
さ
れ
た
。

　

実
質
単
年
度
収
支
は
約
３
億
円
の

黒
字
と
な
り
、
行
財
政
改
革
の
結
果

が
出
て
き
て
い
る
点
か
ら
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

平
成　

年
度
決
算
に
お
い
て
、
財

２６

政
効
果
の
検
証
が
不
十
分
な
「
第
二

庁
舎
購
入
」、
建
築
士
法
違
反
の
恐

れ
が
あ
る
「
福
祉
会
館
の
調
査
研
究
、

設
計
業
務
委
託
」、
一
部
集
会
施
設

有
料
化
に
よ
る
市
民
負
担
増
加
の
中

「
市
長
自
ら
の
期
末
手
当
を
増
額
」

と
い
う
い
ず
れ
も
無
計
画
で
無
責
任

な
提
案
が
な
さ
れ
、
後
に
撤
回
と
い

う
事
態
が
あ
っ
た
こ
と
が
反
対
す
る

大
き
な
理
由
で
あ
る
。
ま
た
、
市
議

会
が
全
会
一
致
で
求
め
た
財
政
見
通

し
を
示
せ
ず
、
税
収
構
造
の
転
換
の

認
識
、
取
組
が
極
め
て
不
十
分
で
あ

る
点
も
反
対
の
理
由
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

虚
可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
に
要

す
る
経
費
で
、
最
重
要
課
題
で
あ
る

３
市
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
設
立
準

備
。
許
待
機
児
解
消
経
費
で
待
機
児

が
減
少
し
、
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補

助
制
度
拡
充
の
経
費
で
子
育
て
支
援

を
拡
充
。
距
貫
井
北
セ
ン
タ
ー
の
運

営
委
託
で
開
館
日
数
も　

日
増
え
た
。

５０

鋸
学
校
給
食
民
間
委
託
で
９
千　

万
３００

円
の
行
革
の
効
果
。
漁
市
民
の
健
康

を
守
る
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

等
や
歯
科
検
診
費
用
。
以
上
の
よ
う

に
必
要
不
可
欠
な
施
策
を
行
い
、
行

革
に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
っ
た
こ
と
を
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

突
然
の
リ
ー
ス
庁
舎
取
得
提
案
と

新
庁
舎
建
設
計
画
の
凍
結
、
場
所
に

問
題
の
あ
る
新
福
祉
会
館
建
設
計
画
、

南
口
第
２
地
区
の
再
開
発
補
助
金
の

支
出
、
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
８

号
線
の
用
地
取
得
等
、
市
長
の
強
引

で
無
計
画
な
行
政
運
営
が
表
れ
た
。

合
理
的
な
財
政
運
営
の
た
め
の
あ
ら

ゆ
る
検
討
や
数
値
目
標
の
設
定
が
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

意
向
よ
り
も
市
長
の
意
向
を
優
先
し

た
東
セ
ン
タ
ー
委
託
は
市
民
協
働
を

踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

生
き
苦
し
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
の
救

済
に
第
三
者
機
関
の
設
置
を
求
め
る
。

 　

８
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

３１

算
特
別
委
員
会（
中
山
克
己
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
、　

日
の
委

１５

１８

員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。（
詳

細
は
１
面
に
掲
載
）

　

９
月　

日
の
委
員
会
で
は
、
議
員

１８

か
ら
新
福
祉
会
館
の
検
討
や
基
本
設

計
等
に
係
る
予
算
を
削
除
す
る
修
正

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
否

決
と
な
り
ま
し
た
が
、
原
案
も
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
も
同
様
の

２５

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
否

決
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ

た
原
案
に
対
す
る
採
決
で
は
、
起
立

採
決
に
よ
り
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

本
補
正
予
算
の
特
徴
は
、
虚
児

童
・
生
徒
に
係
る
経
費
で
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ　

台
を
設
置
、
安
全
確

３６

保
を
図
る
。
東
京
都
か
ら
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
推
進

校
と
し
て
６
校
、
言
語
能
力
向
上
拠

点
校
と
し
て
２
校
が
指
定
さ
れ
、　
１００

％
都
の
財
源
で
教
育
の
向
上
が
図
ら

れ
る
。
許
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

の
経
費
で
、
市
民
本
位
の
対
応
が
と

平
成　

年
度
一
般
会
計

２７

補
正
予
算
（
第
４
回
）

ら
れ
る
。
距
保
健
衛
生
に
要
す
る
経

費
で
、
大
腸
が
ん
検
診
委
託
料
が
あ

る
。
鋸
福
祉
会
館
に
関
す
る
経
費
で

建
替
え
関
連
経
費
が
計
上
さ
れ
、
欠

か
せ
な
い
予
算
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

新
福
祉
会
館
建
設
等
の
費
用
に
つ

い
て
、
市
民
検
討
委
員
会
設
置
に
反

対
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
が
な
い
中
で
福
祉
会
館
だ
け

の
建
設
を
考
え
る
こ
と
は
反
対
で
あ

る
。
今
こ
そ
、
長
年
先
送
り
に
さ
れ

て
き
た
新
庁
舎
や
リ
ー
ス
庁
舎
の
解

消
、
福
祉
会
館
や
図
書
館
等
の
公
共

施
設
再
配
置
の
課
題
と
向
き
合
い
、

　

年
後
を
見
据
え
て
最
善
の
形
を
市

２０民
の
皆
様
と
考
え
る
べ
き
と
き
で
は

な
い
か
。
急
ぐ
べ
き
は
新
福
祉
会
館

建
設
で
は
な
く
、
現
福
祉
会
館
の
仮

移
転
先
確
保
で
あ
り
、
当
局
と
議
会

が
全
力
を
傾
注
す
べ
き
と
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

本
補
正
予
算
に
は
、
新
福
祉
会
館

の
建
設
に
向
け
て
、
検
討
委
員
会
の

委
員
謝
礼
な
ど
が
計
上
さ
れ
た
ほ
か
、

基
本
設
計
等
委
託
料
が
、
本
年
度
分

に
加
え
て
翌
年
度
分
が
債
務
負
担
行

為
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
。
今
最
も

注
力
す
べ
き
は
、
新
福
祉
会
館
の
建

設
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
だ
。
今
回

の
予
算
措
置
は
当
然
で
あ
り
、
行
政

に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
対
応
が
遅
す

ぎ
る
と
苦
言
を
呈
し
た
い
。
そ
の
他
、

法
律
に
基
づ
き
導
入
さ
れ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
諸
経
費
や
、
通
学
路

の
安
全
対
策
の
た
め
設
置
す
る
防
犯

カ
メ
ラ
の
経
費
な
ど
、
評
価
で
き
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
法
定
受
託

事
務
で
自
治
体
に
選
択
の
余
地
は
な

い
が
、
個
人
情
報
漏
え
い
リ
ス
ク
が

あ
る
の
に
民
間
利
用
が
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
支
援
が
必
要
な
人

へ
適
切
に
支
援
を
届
け
る
と
い
う
道

筋
は
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

小
学
校
通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
は
、
保
護
者
、
市
民
か
ら
慎
重

な
対
応
を
求
め
る
要
望
書
が
出
て
い

る
。
丁
寧
な
説
明
を
求
め
る
。

　

最
後
に
、
新
福
祉
会
館
建
設
は
、

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
仮
移

転
先
の
確
保
に
全
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
。

以
上
の
理
由
で
本
予
算
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

　

東
京
都
の
通
学
路
防
犯
設
備
事
業

補
助
金
を
利
用
し
て
、
児
童
の
安

全
・
安
心
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
予
算
約

２
千
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
保
護
者

側
か
ら
の
設
置
要
望
は
あ
っ
た
が
設

置
に
当
た
っ
て
は
正
し
い
運
用
を
さ

れ
る
条
例
策
定
が
前
提
と
な
っ
て
い

た
。
十
分
な
時
間
を
費
や
し
、
校
長

会
へ
の
説
明
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
を
経
て
条
例
の
策
定
と
設

置
予
算
に
至
っ
た
。
更
な
る
子
育
て

環
境
の
充
実
で
あ
り
、
児
童
の
安
全

を
第
一
に
考
え
た
予
算
案
で
あ
る
。

そ
の
他
、
新
福
祉
会
館
建
設
に
向
け

て
の
予
算
計
上
な
ど
評
価
に
値
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

　

本
予
算
に
は
、
共
通
番
号
制
度
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
予
算
、　

台
も

３６

の
監
視
・
防
犯
カ
メ
ラ
の
通
学
路
へ

の
設
置
経
費
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

反
対
す
る
。
通
学
路
の
安
全
確
保
に

は
地
域
の
目
を
厚
く
す
る
の
が
第
一

で
あ
る
。
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
に
つ

い
て
も
、
地
域
の
人
に
確
認
が
と
れ

て
い
な
い
。
福
祉
会
館
に
つ
い
て
は

早
急
な
対
応
が
必
要
だ
が
、
現
建
設

計
画
で
は
、
現
在
併
設
さ
れ
て
い
る

公
民
館
が
含
ま
れ
ず
、
市
民
活
動
の

縮
小
に
つ
な
が
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

本
予
算
に
含
ま
れ
る
福
祉
会
館
を

第
二
庁
舎
北
駐
車
場
に
単
独
で
建
て

替
え
る
稲
葉
市
長
の
政
策
は
、
以
下

に
述
べ
る
よ
う
に
矛
盾
と
問
題
点
に

満
ち
て
お
り
、
予
算
執
行
す
べ
き
で

な
い
。
地
震
の
危
険
か
ら
回
避
す
る

計
画
で
あ
る
の
に
、
計
画
し
て
い
る

敷
地
は
地
震
の
際
に
危
険
な
状
態
の

ま
ま
で
あ
る
。
単
独
建
て
替
え
の
財

政
的
裏
付
け
を
明
示
で
き
な
い
。
自

ら
提
案
し
て
い
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
反
す
る
。
過
去
の
誤
っ
た

都
市
計
画
を
是
正
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
。
地
震
災
害
時
に
必
要
な

緊
急
輸
送
道
路
が
確
保
で
き
な
く
な

る
。
よ
っ
て
本
予
算
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　
（
仮
称
）新
福
祉
会
館
基
本
設
計
等

の
予
算
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、

今
の
状
況
下
で
市
が
行
政
決
定
し
て

い
る
建
設
予
定
地
へ
の
建
設
の
ス
タ

ー
ト
を
切
る
べ
き
で
は
な
い
。
建
設

予
定
地
隣
接
の
建
築
物
は
耐
震
性
の

課
題
を
抱
え
て
お
り
、
未
だ
安
全
性

確
保
の
目
処
は
立
っ
て
お
ら
ず
市
は

リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
担
当
の
地
域
福
祉
係
の
時
間
外

勤
務
時
間
は
４
〜
６
月
の
昨
年
対
比

で　

％
に
ま
で
激
増
し
て
お
り
、
現

４８６
状
の
福
祉
会
館
閉
鎖
と
仮
移
設
に
向

け
多
大
な
労
力
が
か
か
る
た
め
、
ま

ず
は
そ
れ
に
注
力
す
べ
き
で
あ
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

福
祉
会
館
閉
鎖
に
伴
う
代
替
施
設

の
確
保
は
、
行
政
の
、
そ
し
て
仮
移

転
を
求
め
た
議
会
の
責
任
で
も
あ
る
。

「
公
民
館
本
館
で
の
主
催
事
業
は
、

可
能
な
限
り
質
量
を
落
と
さ
な
い
ま

ま
存
続
で
き
る
よ
う
に
」
と
の
方
針

も
示
さ
れ
た
。
仮
施
設
を
新
た
に
建

設
す
る
こ
と
は
現
実
的
に
難
し
い
が
、

学
校
施
設
や
民
間
施
設
も
含
め
た
既

存
の
施
設
を
最
大
限
活
用
し
、
ス
ム

ー
ズ
な
代
替
施
設
の
提
供
に
努
め
て

欲
し
い
。
市
民
の
不
安
や
不
満
を
払

拭
す
る
た
め
に
も
、
的
確
な
情
報
提

供
と
適
切
な
代
替
場
所
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
要
望
す
る
。

小
金
井
市
公
民
館
本
館
の

閉
館
に
伴
う
代
替
施
設
の

設
置
等
を
求
め
る
陳
情
書

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

新
福
祉
会
館
の
早
期
建
設
は
、
障

が
い
者
や
高
齢
者
な
ど
の
切
実
な
願

い
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。
た
だ
し
、

市
の
対
応
に
は
問
題
が
あ
る
。
福
祉

会
館
閉
館
に
つ
い
て
、
代
替
施
設
案

も
持
た
ず
、
説
明
会
を
開
催
し
た
り
、

隣
地
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
る
努
力
も
し
て
い
な
い
こ
と
は

問
題
で
あ
る
。
虚
隣
地
マ
ン
シ
ョ
ン

住
民
の
理
解
を
得
る
努
力
を
す
る
こ

と
、
許
市
民
検
討
委
員
会
で
は
、
立

地
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
、
距

福
祉
会
館
の
閉
鎖
後
の
代
替
施
設
は
、

来
年
度
以
降
も
継
続
的
な
相
談
窓
口

を
設
け
る
こ
と
な
ど
を
要
求
す
る
。

新
た
な
福
祉
会
館
を

早
期
に
建
設
す
る
こ
と
に

関

す

る

陳

情

書

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

浅
川
清
流
環
境
組
合

議
会
議
員
を
選
出

　

日
野
市
、
国
分
寺
市
及
び

小
金
井
市
で
ご
み
処
理
施
設

の
設
置
及
び
運
営
を
共
同
で

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
浅

川
清
流
環
境
組
合
が
平
成　
２７

年
７
月
１
日
に
一
部
事
務
組

合
と
し
て
設
立
さ
れ
、
次
の

４
人
を
当
該
組
合
議
会
議
員

と
し
て
選
出
し
ま
し
た
。

鈴
木　

成
夫

田
頭　

祐
子

中
根　

三
枝

小
林　

正
樹


